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スラリー安定化処理設備 廃スラッジ回収設備

耐震クラス

・地震により安全機能を失った際の公衆被ばく影響が、仮に１年継続した際の
公衆被ばく評価を実施。

□直接・スカイシャイン線量：
□大気拡散による被ばく線量：
□公衆被ばく線量(上記合計)：

・地震により安全機能を失った際の公衆被ばく影響が、機動的対応により一定
の期間で収束した際の公衆被ばく評価値を実施。

□直接・スカイシャイン線量：
□大気拡散による被ばく線量：
□公衆被ばく線量(上記合計)：

・上記評価を踏まえ、建屋・機器等を『Ｓ、Ｂ、Ｃ』に分類
（Bと分類された場合、使用期間等により『B or B＋』を判断。）

１．耐震クラスについて（１／２）

以下は、『スラリー安定化処理設備』・『廃スラッジ回収設備』の耐震クラス
の当社スタンスについて、まとめたものである。

【①地震により安全機能を失った際の公衆への被ばく影響】

現在評価中

現在評価中
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スラリー安定化処理設備 廃スラッジ回収設備

建屋・機器

公衆被ばく評価は、以下の条件にて評価する。

・直接線・スカイシャイン線、大気拡散何れの評価についても、評価値が保守側と
なるよう適切に評価点・評価条件を設定する。

・建屋ならびに機器のバウンダリ機能が喪失し、放射性物質が漏えいする事故シナ
リオを想定する。

・公衆被ばく評価値は以下の値を合算して算出する。なお、建屋ならびに機器によ
る遮へい効果が期待できるため，公衆被ばく評価値は実際には低減すると考える。
１．直接線・スカイシャイン線による公衆被ばく評価（MCNPによる）
２．大気拡散による公衆被ばく評価

２－１． クラウドシャインによる外部被ばく
２－２． グランドシャインによる外部被ばく
２－３． クラウドの吸入による内部被ばく

・大気拡散による公衆被ばく評価では、バウンダリ機能を喪失した状態が継続した
場合の気中移行の影響についても評価を行う。

・大気拡散による公衆被ばく評価では、参考として最新の気象条件で評価を実施中。

換気空調設備

・換気空調設備の停止による公衆被ばく影響を評価し、耐震クラスを分類する。
□直接・スカイシャイン線量：
□大気拡散による被ばく線量：
□公衆被ばく線量(上記合計)：

１．耐震クラスについて（２／２）

現在評価中



換気空調設備停止時について、公衆被ばくの影響評価を以下の手順にて行う。

換気空調設備の給気・排気ファンが停止する事象を想定する。この際、建屋内は隔離ダンパ
により閉止されるため、管理エリア・取扱 エリアの空気中放射性物質のうち、1/10が屋
外へ放出されることを想定する。また、建屋内は無風の状態となるため、経時的に空気中へ
移行する放射性物質は考慮しない。

当該事象により放出される放射性物質量を算出し、これを当該設備の機器・建屋等の全バウ
ンダリが消失した場合に放出される放射性物質量及び公衆被ばく線量と比較し、当該事象に
よる公衆被ばく線量を求める。

当該事象により放出される放射性物質量の算出方針は以下の通り。
取扱エリアについて、空気中放射性物質量を評価する。管理エリアについては、放射
性物質を露出した状態としないこと、換気空調系又は電源設備停止直前までは取扱エ
リアを負圧管理することから値は微小であるため評価しない。
取扱エリアのうち、シュート部の空気中放射性物質濃度は、スラリー安定化処理設備
はフィルタープレス機、廃スラッジ回収設備は遠心分離機による脱水物を下方の保管
容器へ自由落下させる際の評価値を用いる。この値は瞬時値であり、実際には換気空
調系により濃度は低減する。
取扱エリアのうち、その他の機器は移送・脱水を行うのみであり、自由落下のような
ダスト飛散の恐れが高い工程は無いことから、その他の機器からのダスト飛散は脱水
物の自由落下に代表されるものとして考慮しない。

【参考】換気空調設備停止時の公衆被ばく線量評価
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スラリー安定化処理設備 廃スラッジ回収設備

負圧維持

＜機器・構築物に対する考え＞
○一般エリア、管理エリア、取扱エリアは負圧

を維持し、一般、管理、取扱エリアの順に
圧力を低くする設計とする。

＜電源に対する考え＞
○異なる二系統の常用電源から受電できる構成

とし、片系停止時においても受電元を切替え
が可能な設計とする。

＜常時負圧に対する考え＞
○常時負圧を原則とするが、設備内のシャッ

ター扉等の開閉により、負圧を維持出来ない
場合は、事前にダストモニタで汚染が見られ
ないことを確認の上で開閉する。

○空調設備が機能喪失した場合に備え、隔離ダ
ンパを設置する。

○非常用電源については、換気空調設備停止に
よる公衆被ばく影響を踏まえ判断する。

＜機器・構築物に対する考え＞
○一般エリア、管理エリア、取扱エリアは負圧

を維持し、一般、管理、取扱エリアの順に
圧力を低くする設計とする。

※プロセス主建屋内については既存の排気
装置により外部からの気流が形成されている
ことを確認している。
移送配管（配管トラフ）は外気に対して負圧
を維持する。

＜電源に対する考え＞
○異なる二系統の常用電源から受電できる構成

とし、片系停止時においても受電元を切替え
が可能な設計とする。

＜常時負圧に対する考え＞
○常時負圧を原則とするが、設備内のシャッ

ター扉等の開閉により、負圧を維持出来ない
場合は、事前にダストモニタで汚染が見られ
ないことを確認の上で開閉する。

○空調設備が機能喪失した場合に備え、隔離ダ
ンパを設置する。

○非常用電源については、換気空調設備停止に
よる公衆被ばく影響を踏まえ判断する。

２．閉じ込め機能について



【参考】スラリー安定化処理設備（閉じ込め機能の考え方）

※レイアウトは文章にて明記した設計方針を逸脱しない範囲内で見直す場合が有る。見直し箇所は今後の審査面談にて説明する。

＜系統概略図＞
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洗浄装置室
ダスト取扱エリア

ダスト管理エリア

一般エリア

※充填エリアおよび昇降エリアは、他のページではＦＰ室直下の地下階と表現している。
※洗浄装置室は、他のページでは機器エリアの一部として表現している。

給気ライン

排気ライン

南
階
段
室

送排風機が停止した場合は隔離ダンパが自動閉止される設計とし、建屋外と隔離する。
取扱エリア－一般エリアは直接接続せず、管理エリアを経由して接続する設計とする。

隔離ダンパ

隔離ダンパ閉により
隔離される範囲
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【参考】廃スラッジ回収設備（閉じ込め機能の考え方）

※ユニット・部屋・機器・配管等の配置・構成等は，現在検討中につき，今後の設計進捗に応じて見直す場合があります。
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＜系統概略図＞ ：ダスト取扱エリア

：ダスト管理エリア

：一般エリア

：ダスト取扱エリア排気ダクト

：ダスト管理エリア排気ダクト

：給気ダクト

：隔離ダンパ
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飛散防止
シャッター

送排風機が停止した場合は隔離ダンパが自動閉止される設計とし、建屋外と隔離する。
取扱エリア－一般エリアは直接接続せず、管理エリアを経由して接続する設計とする。



【参考】プロセス主建屋及び配管トラフの負圧維持方針
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廃スラッジの移送は処理設備内の貯槽Dからタンクまで密封した状態で移送するためプロセス主
建屋内及び配管トラフ内でスラッジの抜き出しによるダストが発生する可能性は極めて低い。
プロセス主建屋内はすでに高ダスト環境下ではあるが、既存の排気装置により外部からの気流が
形成されている状況。
配管トラフ内は外気に対して負圧とする方針とし、プロセス主建屋内に設置する廃スラッジ抜き
出し設備は既存の換気空調設備を活用することによりダストの飛散防止対策とする。

マニピュレータ

ホースリール
ブースターポンプ

エダクタ

廃スラッジ
回収設備

配管トラフ

スラッジ

上澄み水

貯槽D

配管トラフ内は外気よりも
負圧とすることで設計中

シール材等により密閉

PE管ホース

配管トラフは傾斜を設け、万が一の漏洩
時には集水升へ集水できるようにする。

廃スラッジ抜き出し設備

PE管

配管トラフ内と廃
スラッジ回収設備
間に吸引孔を設置
し負圧とする。

排気
フィルタ

排風機
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各機器
より

PMB既存設備

集水升及び
漏洩検知器


